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興味を持ち始めた頃だつたのでそれを多少か手伝い

することになった。 日本列島では,上にあげた一ノ

目潟から,西日本の日本海付近一帯に分布するアル

カリ玄武岩中のマン トルの岩石を沢山集めた。それ

から日本列島だけでは満足できな くなり,ハ ワイの

オアフ島にあるSalt Lakeと い う一ノロ潟に似た

パイプをはじめ として,ア ラスカ,ア リューシャン
,

カナグ,カ リフォルニア,ニ ューメキ シコ,ア リゾ

ナ,メ キンコなどの北米大陸の各地,さ らには フラ

ンス, ドイツ,イ タリーその他の コーロンパの各地

とい うように採集地域が広がつた。その他にも, 日

本や外国の研究者からいただいたアフリカや南極大

陸の もの も加えて,マ ントル上部の岩石のコンクシ

ョンは増大 してい った。この コンクションは一つの

地域での岩石の数は必ず しも多 くはないが,世界の

広い地域 をカバーしている点では世界でも有数のコ

ンクションである。

マン トル上部の岩石の多 くは,ォ リープ色のカン

ラン石 (olivine,(Mg,Fe)2 Si04)を 主とし,

淡褐色の斜方輝石,エ メラル ドグリーン～暗緑色の

単斜輝石,お よび真黒でつやのあるスピネルよりな

るカンラン岩で,な かなかされいなものである (図

1)。 特 にア リゾナ州 で採集 した ものは,宝 石に

なるような大きなカンラン石 (事実宝石 として売っ

ている )を含む見事なカンラン岩で,上部マン トル

がこんな岩石でできている と思うと楽 しくなるよう

なものである。この他にエクロジャイ トと呼ばれる

桃色～褐色のザクロ石 と緑色の単斜輝石より成る岩

石 も少量ではあるが含まれている。我 々は勿論, こ

の ようなされいなマン トルの岩石をただ眺めて喜ん

でいるだけではな くて,ち やん とそれらについて仕

事 もしてかり,その結果を幾つ もの論文 として発表

している。特に久野教授の最後の仕事になった もの

は,マ ントルの岩石の化学組成や鉱物組成の変化の

範囲 を明らかにした もので, この種の研究の中でも

す ぐれた ものの一つである。

ところで,こ れまでマン トルの岩石 と簡単に云つ

てきたが,ど うしてそれがマン トルの岩石だと分る

かとい うことを述べる必要がある。マン トルの岩石

としての資格の第一は,マ ン トルの物理条件下で安

定な鉱物の組合せを有 していることである。私は ワ
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カンラン岩 (ア リゾナ州 )。 中央自〈見
える部分は手入れのよく行 きとどいた芝生
のような色のカンラン石であん (長さ約 10m)

図 2 ヵンラン岩 (南アフリカのキンバーライ
ト・ パイプ )の顕微鏡写真。 カンラン石 と
輝石の結晶が互にほぼ 1200で 接 している。
(写真のタテ約 2磁 )
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図 3 カンラン岩 (ス ピネル ー レールソライ ト)

安定領域 (斜線の部分 )
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シントン市のカーネギー研究所において,Yoder

博士 と共同でこの問題に関する実験を行なつた。そ

して上にあげた カンラン岩の鉱物組合せ ,特に斜方

輝石 +単斜輝石 +ス ピネルは第 3図に斜線で示 した

ように地殻内では安定でな くマン トル上部の温度・

圧力でのみ安定であることがわかつたのである。そ

の他の資l16と して, マントルの岩石は地震波から得

られたマン トルの密度や弾性的性質を満足 させなけ

ればならない。上記のカンラン岩は上部マン トルの

密度や弾性的性質 も満足させている。マン トル上部

の岩石は ,ま た溶融 して玄武岩質な液 (マ グマ )を

作ることができるとますます結構である。もつとも,

必ずしもマグマができる必要はない。とい うのは ,

すでにマグマを作つて しまつた残 りであって もよい

か らである。いずれにしても,こ れを確かめてみる

のも面白いので,地質教室にあるコンクションのう

ち,玄武岩質マグマを作れそうなカンラン岩 を選ん

で高圧下で溶す実験を行なった。この実験の一部は

物性研究所で秋本教授 と共同で行 なった。 マグマを

作れそ うであるというのが どうして分るかといえば ,

輝石の色 とか化学組成などをじつと見ているとやは

り何 とな く作れそ うに思えるからで,一種の感の よ

うなものである。いずれにせ よ実験で確かめてみる

のだから感を働かせて一 こうにかまわないわけであ

る。さて,そのカンラン岩 (ハ ワイの Salt Lake

で採集 したものの一つ )を上部マントルの圧力下で

溶 して,生 じた液を急冷 してガラスにし,それを X
線マイクロプロープアナライザーで分析 してみた。

その結果,話が うます ぎるのであるが,予想した通

りに玄武岩質の化学組成 であった。 しか も,圧力の

変化に応 じてその液の化学組成が変化 し,地球上に

噴出 している種々の玄武岩質マグマの化学組成の大

部分 をカバーすることも分つた。つまり,種 々の玄

武岩質マグマのマントル内での生成の条件を推定す

る有力な手がかりが得 られたことになる。そして ,

この カンラン岩はマントルの物質としての充分な資

格が与えられたのである。

もう一つ興味あることは,こ のカンラン岩の化学

組成は隕石から推定されたマン トルの化学組成に非

常に似ていることである。1969年 2月 にメキンコの

AH endeと い う場所に炭素質コン ドライトとい う,

太陽系の最 も始源的な物質を含む と考えられている

隕石が大量rc落下 した。 この隕石は ,宇宙空間物質

が高温で凝縮 してできた物質から低温で凝縮 してで

きた物質まで含んでおり,地球や月その他の惑星の

成因を考える上に大変重要な隕石である。 この隕石

が落下 したのは,人類が月の岩石を手 にするわずか

5ケ 月前で,ま た神様を持ち出すのは気がひけるが ,

タイミングの よさと適切な物質 とい う点でまさに神

様からの贈り物であ つた。この隕石のかかげで月の

源物質についての考察は非常に進展 したのである。

このAHendeの 隕石は大 きい上に不均質である

が,こ れを保管 している米国のス ヾソニアン博物館

の研究者が苦労 してその全化学組成 を出した。この

全化学組成から酸素を少 しとる,つまりこの隕石を

第 1表

部分的に還元 したAH ende炭素質隕石 (A)と

Salt Lakeの カンラン岩 (B)

(重通 %)   A
Si02      46 5

T102     0・ 22

AI 2O3

Cr 2O3

FeO

MnO

456

0 70

9 91

0 24

3 59

0.60

0 04

B

483

0.2

4 91

0 25

9 95

0 14

32 5

2 99

0 66

0 07

Mg0       33 3

Ca0

Na20

K20

還元すると,金属鉄ができてきて,隕石はケイ酸塩

と金属鉄の集合物 となる。これは丁度,地球をマン

トルと核に分離することに相当する。 この還元 した

All ende隕石のケイ酸塩の部分と,上の カンラン

岩 とを較べてみると第 1表の如 くになる。 これら2

つの化学組成は Crを 除 くと大変 よく似ているとい

える。いや驚 くべき一致といって よいであろ う。こ

の事実は,地球が隕石質の物質でできていることを

示唆するとともに,マ ン トルの物質がある種のカン

ラン岩に近い ものであることを強 く暗示するもので

ある。このような一連 の仕事で我 々のカンラン岩の
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